
2017.1.16-1.22 花婿の配偶者としての花嫁を用意する（2） 
 王としてのキリストを賛美する―彼ご自身の中で、彼の王妃としての召会の中で、彼のすべての子孫、すなわち首長としての勝利者の中で賛美する 

Ⅰ.全聖書は、神聖なロマンスであり、ど
のように神がご自身の選ばれた民に求愛
し、最終的に彼らと結婚するかについて
の記録です：エレミヤ 2:2 行って、エルサ
レムの人々の耳に叫んで言いなさい．エ
ホバはこう言われる、私はあなたについ
て、あなたの若いときの思いやり、花嫁の
日々の愛を覚えている．その時、あなた
は荒野で、…私の後に従った。啓 19:7 私
たちは喜び歓喜し、彼に栄光を帰そう．小
羊の婚姻の時が来て、彼の妻は用意を整
えたからである。 

Ａ．主の回復は、マタイ第16章18節と啓示録第19章7節から8節を成就するため、すなわちキリストの召会を建造し、キリストの花
嫁を用意するためです。 
Ｂ．私たちは神の民として神との愛の関係の中へと入るとき、彼の命を受けます。それはエバがアダムの命を受けたようにです。 
Ｃ．この命は私たちを神と一にならせることができ、神を私たちと一にします。 
Ｄ．私たちが律法を守るのは、私たちの思いや意志を活用することによってではなく、私たちの夫としての主を愛し、それによっ
て彼の命と性質にあずかって、彼と一となって、神の拡大また表現となり、神の生ける描写となることによってです。 
Ｅ．私たちは律法の文字を守る者ではなく、神を愛し尋ね求める者です。私たちは、私たちの贖い主としてのキリスト、命を与え
る霊としてのキリスト、私たちの花婿としてのキリストを愛します。 
Ｆ．神と彼の民が一となるために、彼らの間には相互の愛がなければなりません。 
Ｇ．聖書において明らかにされている神と彼の民の間の愛は、おもに男女間の愛情深い愛のようです。 
Ｈ．神の民が神を愛し、時間を費やして彼の言葉の中で彼と交わるとき、神は彼らにご自身の神聖な要素を注入し、彼らを彼と
一にして彼の配偶者とし、命、性質、表現において彼であるのと同じにします。 

Ⅱ.詩篇第45篇
はすべての詩篇
のうちで最高で
最大の一篇であ
り、コラの子たち
の詩の一つであ
って、「ゆり」の調
べにしたがった
愛の歌です。そ
れは王としての
キリストを賛美し
ています。すな
わち、彼ご自身
の中で、彼の王
妃としての召会
の中で、彼の首
長としての勝利
者の中で賛美し
ています： 
詩45:1 私の心は
美しい言葉であ
ふれています．
私は王につい
て、私が作ったも
のを語ります。私
の舌は、速やか
に物書く人の筆
です。 

Ａ．神の大いなるみわざとは、神の荒廃した建造を復興することと、また「コラの子たち」を回復することです。その復興と回復は、彼の無限のあわれみ
と恵みを通して、反逆的な者たちを造り変えてキリストの勝利者たちとし、彼らを彼の花嫁（彼の勝利を得た王妃）の構成要素とすることによってです。 
Ｂ．私たちが主を熱く愛する者たちであるなら、最終的に彼の愛する者、彼の最愛の者となります。雅1:14 わが愛する方は、私にとって、エンゲデのぶどう園に
あるヘンナ樹の花房のようです」。15 「見よ、わが愛する者よ、あなたは美しい！ 見よ、あなたは美しい！ あなたの目ははとのようだ」。 
Ｃ．ゆりは、純粋で、単純で、単一な、神に信頼する生活を指しています。 
Ｄ．もし、私たちが主イエスに対して深く優しい愛を持つなら、私たちの舌は速やかに物書く人の筆となって、彼の満ち満ちた務めにおいて彼であるすべ
てにしたがって、彼に対する私たちの経験と享受をもって、彼に対する私たちの愛と賛美を速やかに書くでしょう。 

Ｅ．詩篇第 45 篇は、
四福音書において明
らかにされているよう
に、王としてのキリス
トを賛美します： 
詩 45:2 あなたは人の
子たちにまさって美し
いのです．恵みはあ
なたの唇に注がれて
います．それゆえ、神
はあなたを永遠に祝
福されました。 
3 大能者よ、あなた
の威厳とあなたの光
輝の中で、あなたの
剣を腰に帯びてくださ
い。 
4 あなたの光輝の中
で、真理と柔和と義の
ゆえに、勝利のうちに
乗り進んでください．

１．詩篇の作者は、王なるキリストの美しさのゆえに
彼を賛美します。キリストは人の子たちにまさって美し
いのです： 

ａ．恵みはキリストの唇に注がれています。 
ｂ．人なるイエスは美しく、甘く、恵みに満ちているので、神は感動して、
彼を永遠に祝福します。 

２．詩篇の作者は、王
なるキリストの勝利の
ゆえに彼を賛美しま
す： 

ａ．サタンと堕落した天使の目に、キリストは剣を腰に帯びている大能者、威厳と光輝を持っている方
です。彼の威厳と光輝は彼の勝利のしるしです。 
ｂ．真理と柔和と義のゆえに、キリストは光輝の中で、勝利のうちに乗り進みます。地上の状態がどうであっ
ても、諸国民が何を行なっていても、キリストは凱旋のうちに、繁栄のうちに乗り進んでいます。彼は昇天
の日から乗り進み始めました。彼は乗り進み続け、ついに勝利のうちに戻って来られます。 
ｃ．彼の右手は畏るべき事を行ないます。キリストが行なう畏るべき事は、彼の十字架、復活、昇天を
含みます。主イエスが行なうあらゆる事は、大きい事も小さい事も、畏るべきものです。 
ｄ．彼の矢は鋭く、敵の心臓を貫いており、もろもろの民は彼の下に倒れます。 

３．詩篇の作者は、王なるキリストの王国のゆえに彼を賛美します: 
詩 45:6 神よ、あなたの御座は永遠であり、あなたの王国の王の杖は公正の
王の杖です。7 あなたは義を愛し、悪を憎まれました．それゆえに神、あなた
の神は、喜びの油を、あなたの友にまさって、あなたに塗られました。 

ａ．神として、キリストの御座は永遠です。彼の
王国の王の杖は公正の王の杖です。 
ｂ．王として、キリストは義を愛し、悪を憎みま
した。そこで父なる神は、喜びの油を、彼の友
にまさって、彼に塗られました。 

４．詩篇の作者は、王
なるキリストの美徳の
甘さのゆえに彼を賛美
します： 
 

ａ．彼の衣はみ
な、没薬とアロ
エ、桂枝の香りを
放ちます： 

（1）衣はキリストの行ないと美徳を表徴します。没薬とアロエは彼の死の甘さを表
徴します。桂枝はキリストの復活の香りと駆逐する力を表徴します。 
（2）キリストの復活の力によってキリストの十字架を経験する道は、私たちの霊の
中におられるその霊ご自身によります。 
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Ⅱ.詩篇第45篇
はすべての詩篇
のうちで最高で
最大の一篇であ
り、コラの子たち
の詩の一つであ
って、「ゆり」の調
べにしたがった
愛の歌です。そ
れは王としての
キリストを賛美し
ています。すな
わち、彼ご自身
の中で、彼の王
妃としての召会
の中で、彼の首
長としての勝利
者の中で賛美し
ています： 
 

あなたの右手が、あ
なたに畏るべき事を
教えるようにしてくだ
さい。 

詩 45:8 あなたの衣は
みな、没薬とアロエ、桂
枝の香りを放ち、象牙
の宮殿から聞こえる琴
の弦の調べがあなたを
喜ばせました。 

ｂ．象牙の宮殿から聞こえる
琴の弦の調べが彼を喜ば
せました： 

（1）宮殿は諸地方召会を表徴し、象牙はキリストの復活の命を表徴し、
琴の弦の調べは賛美を表徴します。 

（2）諸地方召会は、主の目に美しく、また彼の表現であり、キリストの復
活の命をもって建造されます。諸地方召会から出て来る賛美は彼を喜
ばせます。 

Ｆ．詩篇第45篇は、書
簡において啓示され
ているように、王妃、
召会、彼の妻を賛美
することによって、王
なるキリストを賛美し
ます： 
詩 45:9 王の娘たち
が、あなたの最も尊
ぶ女たちの間にいま
す．王妃はオフルの
金を着けて、あなた
の右手に立っていま
す。 
10 娘よ、聞きなさい、
そして見なさい．あな
たの耳を傾けなさい．
あなたの民とあなた
の父の家を忘れなさ
い． 
11 そうすれば、王は
あなたの美しさを慕
い求めるでしょう。彼
こそあなたの主です．
それゆえ彼を礼拝し
なさい。 

１．王妃は、召会、特にキリストの唯一の妻としての勝
利者を予表します。王妃の周りにいる、誉れある女た
ちは、キリストの勝利を得た賓客を表徴します。これ
は、キリストの花嫁が実は一群れの勝利者たちであ
ることを示します： 

ａ．王の娘たちは、キリストの王なる信者たちを表徴します。 
ｂ．王の最も尊ぶ女たちは、尊貴と威厳のあるキリストの信者たちを表
徴します。 
ｃ．私たちはその霊の生ける最新の語りかけを聞き、過去を忘れれば
忘れるほど、ますますキリストの目に美しくなります。 

２．王は王妃の美しさを慕い求めます。
王妃の美しさは、召会を通して表現され
るキリストの美徳を表徴します： 

ａ．1節においてキリストは王であり、2節において彼は人であり、6節において彼は神で
あり、11節において彼は主です。 
ｂ．キリストは召会の愛にふさわしいだけではなく、召会の礼拝にもふさわしいのです。 

３ ．詩篇第
45 篇におい
て、王妃は
二つの衣を
持っていま
す： 

ａ．第一の衣
は、オフルの金
であり、織った
物であって、金
が織り込まれて
います： 

（1）この衣は、私たちの客観的な義としてのキリストに相当します。それは私たちの救いのた
めです。 
（2）王妃が金で覆われていることは、召会が神聖な性質の中で現れることを表徴します。 

（3）金が織り込まれて織った物の衣が表徴するのは、死と復活を通して対処されたキリストが召
会の義であって、神の義なる要求を満たし、神の御前で召会を義とするということです。 

ｂ ．第二の衣
は、刺繍された
着物です： 

（1）この衣はその霊の造り変える働きによって私たちの中へと「刺繍され」、私たちの主観的な義と
して私たちから生かし出されるキリストに相当します。それは私たちの勝利のためです。 
（2）私たちの主観的な義として、キリストは私たちの中に住んでいて、私たちのために常に神
に受け入れられる生活をする方です。 
（3）刺繍された着物の衣が表徴するのは、召会が婚姻の時に聖徒たちの義を着せられて、キ
リストへと導かれ、キリストの要求を満たし、キリストと結婚するということです。 

４．王の娘は王の住まいの内にいて栄光を極め、おとめ
たちも王の宮殿に入って行きます： 
詩45:13 王の娘は王の住まいの内にいて栄光を極め、
彼女の衣は織った物であり、金が織り込まれています。
14 彼女は刺繍された着物を着て王の所に導かれ、彼女
の背後のおとめたちも、彼女の付き添いたちも、あなた
にもたらされます。15 彼女たちは、喜びと歓喜をもって
導かれ、王の宮殿に入って行きます。 

ａ．王の娘は王妃です。王妃は召会を表徴し、彼女が王の住まいの
内にいて栄光を極めることは、栄光の召会がキリストを王の住まい
とすることを表徴します。 

ｂ．私たちはキリストを私たちの住まいとし、私たちは彼の住まいと
なります。この相互の住まいは最終的に新エルサレムを表徴する
宮殿となります。 

Ｇ．詩篇第45篇は、
啓示録において見ら
れるように、王の子
孫、すなわち首長とし
ての勝利者を賛美す
ることによって、王な
るキリストを賛美しま
す： 

１．「あなたの父祖
に代わってあなた
の子たちがおり、
あなたは彼らを全
地の首長としま
す」： 

ａ．ここの「父祖」はキリストの肉身の先祖を表徴し、「子たち」はキリストの子孫としての彼の勝利者たちを
表徴し、「首長」はキリストの共同の王として、キリストと共に諸国民を王として支配する勝利者たちを表徴
します。 

ｂ．王なるキリストだけが、彼の助け手としての勝利者たちと共に、王職の中で地上において王として支配
し、今日の世界の問題を解決することができます。 

２．キリストの御名は勝利を得た聖徒たちを通して、代々にわたって覚えられ、キリストは彼の勝利を得た、共に王として支配す
る聖徒たちを通して、諸国民によって賛美されます。 



⓵何世紀にもわたって、神は人とロマンスを持ってこられました。神が人を創造
されたのは、配偶者を得るという目的をもってです。…人を創造した後、神は一
つの民、イスラエルの子たちを選び、彼の配偶者とされました。全聖書は、神聖
なロマンスです。これは、聖書がとてもロマンチックな書であることを意味します。
…神聖なロマンスとして、聖書は神の求愛、さらには人との神の「デート」の記
録で満ちています。何度も聖書の中で、神はこのようにして人に来られます。…
聖書はまた人に対する神の求愛で満ちています。主はしばしば花嫁と会話する
花婿として語られたのですが、彼の言葉のこの面を認識しているクリスチャンは
多くありません。…主が私たちに来られるのは、彼が私たちと「デート」し、私た
ちに求愛することです。 
ビジネス・ライフ編：神と私たち信者の関係は、礼拝の対象と礼拝者の関係であ
ると考えるのは宗教的な観念です。実は、神と私たちの関係は、ロマンスの関
係です。ビジネス・ライフの日々は、戦いの日々です。しかし聖書によると、ハル
マゲドンの戦いで､花嫁戦士が反キリストとその軍隊と戦います。言い換えると、
あなたは主とのロマンスを維持し、主と親密な交わりの中で主を熱烈に愛する
人でなければ、主の中で戦うことはできません。競合会社との熾烈な戦いにお
いて、あなたが花嫁戦士であることができますように。神聖なロマンスがあなた
のビジネス・ライフの戦いの秘訣となりますように。 
②詩篇第45篇の表題はこの詩篇を「愛の歌」と呼び、この愛は女性形です。そ
れは、私たちと主との間の愛です。この愛は私たちを彼の愛とします。これは、
私たちが主を愛する者であるなら、最終的に彼の愛、彼の最愛の者となること
を意味します。彼が私たちの愛であるように、私たちも彼の愛となります。この
詩篇の主題は愛であり、その旋律、調べは「ゆり」と呼ばれています。ここで、愛
もゆりも聖徒たちを指しています。主イエスを愛する者はすべて女であり、ゆり
でもあります。ゆりは、純粋で、単純で、単一な、神に信頼する生活を指してい
ます。主イエスに対する私たちの愛は、愛情に満ちた愛であるべきです。…神
の大いなるみわざは、神の荒廃した建造を復興すること、またコラの子たちを回
復することです。今日の神の大いなるみわざは、第一に諸地方召会を回復する
こと、第二にあなたがたの多くを回復することです。私たちの多くは真のコラの
子たちです。神の大いなるみわざは、サタンによって荒廃させられたものを回
復することです。神の家に住むことによってのみ、私たちはこの働きがすべて
大いなるものであるのを認識することができます。 
スクール・ライフ編：民数記で、コラはモーセとアロンに対する反逆を主導したの
で、神に裁かれて、生きたまま直接､陰府(よみ)に下って行きました。 
民16:1 さて、レビの子、コハテの子であるイヅハルの子コラは、…2 イスラエル
の子たちのうち、集団のリーダーで、集まりに召された名のある人たち二百五
十人と共に、モーセの前に立ち上がった。3 彼らは集まってモーセとアロンに逆
らって言った、「あなたがたは分を越えています．全集団はことごとく聖なるもの
であって、エホバが彼らの間におられるのです。どうしてあなたがたは、エホバ
の会衆の上に自らを高く上げるのですか？」。28 モーセは言った、… 30 しか
し、エホバが新しいことを行われて、地が口を開き、彼らと彼らに属するすべて
のものを飲み込み、彼らが生きながらシェオール[陰府]へと下るなら、あなたが
たはこれらの者たちが、エホバを侮ったことを知るであろう」。31 モーセがこの

すべての言葉を言い終わると直ちに、彼らの下の土地が裂けた。32 地は口を
開けて、彼らとその家の者、コラに属するすべての者、すべての所有物を飲み
尽くした。 
子供が親に反逆すること､生徒が先生に反逆することなどは、神の秩序に対す
る反逆であり、それは恐ろしい罪です。しかし、神のあわれみに感謝します。コ
ラは、そのような恐ろしい罪を犯しましたが、コラの子たちは詩篇における最高
で最大の一篇、第45篇を書くことができました。 
あなたは自分がすばらしい人であると考えて、高ぶってはいけません。あなた
の内側の真相は、反逆の子です。しかし、反逆の子であっても、へりくだって、主
の前に出れば、恵みとあわれみを受けることができます。あなたは恵みとあわ
れみの中で前進するのですから、決して高ぶって自分に栄光を帰してはいけま
せん。あなたは若い時から、絶えず主に感謝し、主を賛美し､栄光を主に帰する
ことを学んでください。そうすれば、あなたはコラの子たちのように、最高の詩篇
を書くことができるでしょう。ハレルヤ！ 
③王として、キリストは義を愛し、悪を憎みました。私たちは義であればあるほ
ど、ますます権威を持ちます。しかしながら、悪にかかわればかかわるほど、ま
すます私たちの権威を失います。…詩篇第45篇7節後半で、喜びの油は神の
霊を表徴し、友はキリストの信者たちを表徴します。…これは、キリストの権威と
王国が完全に霊的な事柄であることを示します。彼が油塗られたのは、王国の
ためです。キリストの権威、御座、王の杖、王国と関係があるあらゆることは、そ
の霊の油塗りの下にあり、それゆえに霊的です。 
スクール・ライフ編：クリスチャンとしてあなたは、義を愛し、義を実行する必要
があります。クラスの中の誰かが､不当にいじめられていたら、それを見て見ぬ
ふりをすることは、不義です。あなたは主の知恵を活用して、適切に対処する必
要がありますが、基本的には不義に対して敵対して立つ必要があります。あな
たがあらゆる種類の不義を憎み、義を愛すれば愛するほど、あなたはクラスの
中でリーダーシップを発揮するようになるでしょう。なぜなら、義であればあるほ
ど、ますます権威を持つからです。幼い時から主の中で、すべてのことを支配
することを少しずつ学んでください。アーメン！ 
④詩篇第45篇10節では賛美ではなく、王妃への教示があり、これは極めて意
義深いです。…「聞いて忘れなさい」。すべての地方召会は、どのように聞いて
どのように忘れるか、すなわちどのようにその霊の生ける最新の語りかけを聞
いて、どのように過去―古い関係、古い方法、古い背景を忘れるかを学ばなけ
ればなりません。私たちは自分の民と自分の父の家を忘れなければなりませ
ん。「そうすれば、王はあなたの美しさを慕い求めるでしょう」。私たちは過去を
忘れれば忘れるほど、ますます彼の目に美しくなります。 
結婚生活編：結婚生活において、互いの過去の過ちや罪について、いつまでも
覚えていてはいけません。神があなたの罪を赦すとき、神はそれを忘れます。
同様に、あなたは配偶者の過去の様々な消極的な事柄を忘れるべきです。そし
て、召会生活の中で、主の毎週毎週の新鮮な語りかけを注意深く聞いてください。
あなたが「聞いて忘れる」こと､つまりその霊の新鮮な語りかけに聞き、過去の
古い物語を忘れることを実行すればするほど、主の目にあなたはますます美し
くなるでしょう。ハレルヤ！ 



補充301 イエスよ！ あなたを愛します（雅歌） 

1. イエス‐‐よ われ‐ なれ‐を愛す‐ 
なが愛‐ 引･き寄せ‐ なれ‐したう‐ 
なが愛‐、引･き寄せ‐ なれ‐したう‐‐ 
なれ‐‐愛らしい、見よ・うつくしい､ここ‐‐ろを‐引き寄せ‐‐‐る‐‐ 
なれ‐‐愛らしい、見よ・うつくしい､ここ‐‐ろを‐引き寄せ‐‐‐る‐‐ 

2. ぶどう‐‐酒より‐あま‐きあい‐ 
主の香‐油・かおり‐、魅りょ‐うする‐  
主の香‐油・かおり‐ 魅りょ‐うする‐‐ 
その‐‐のいずみ、生け・るみずの井､レバ‐‐ノンよ‐りながれ‐‐‐る‐‐ 
その‐‐のいずみ、生け・るみずの井､レバ‐‐ノンよ‐りながれ‐‐‐る‐‐ 

3. 愛す‐‐るかた‐ その‐に吹き‐ 
こう料‐の・かおり‐ 散ら‐しませ‐ 
こう料‐の・かおり‐ 散ら‐しませ‐‐ 
わが‐‐配偶者、わが・いもうとよ、ちち‐‐みつ‐でやしな‐‐‐う‐‐ 
わが‐‐配偶者、わが・いもうとよ、ちち‐‐みつ‐でやしな‐‐‐う‐‐ 

4. 主よ‐‐なれの‐印と‐しませ‐ 
ねたみ‐ざ・んこく‐シェオー‐ルのよう‐ 
あいは‐死・のように‐つよ‐くある‐‐。 
大み‐‐ずさえ、あい・を消し得ず､換え‐‐がた‐きながあ‐‐‐い‐‐ 
大み‐‐ずさえ、あい・を消し得ず､換え‐‐がた‐きながあ‐‐‐い‐‐ 
 

1. 耶稣！我爱你，你爱来吸引，使我渴慕亲近你，快跑跟随你。 
使我渴慕亲近你，快跑跟随你。 
你是我良人，哦，全然美丽可爱，我心朝夕依依恋恋的。 
你是我良人，哦，全然美丽可爱，我心中所依依恋恋的。 

2. 你爱，主耶稣，比酒更甜美，你膏油所发香气，使我心欢喜。 
你膏油所发香气，使我心欢喜。 
你是园中泉，你又是活水的井，流自利巴嫩山的溪涧。 
你是园中泉，你又是活水的井，流自利巴嫩山的溪涧。 

3. 来吧，我良人，同到园子里，使其中各种香气，发出并漫溢。 
使其中各种香气，发出并漫溢。 
我新妇妹子，我到了我的园子，尽情享受酒奶和蜂蜜。 
我新妇妹子，我到了我的园子，尽情享受酒奶和蜂蜜。 

4. 把我，主耶稣，铭刻你心上，嫉恨残忍如阴间，爱如死坚强。 
嫉恨残忍如阴间，爱如死坚强。 
众水不能灭，大水也不能淹没，你的爱情无何能替换。 
众水不能灭，大水也不能淹没，你的爱情无何能替换。 

 
 
 

1154 Experience Of Christ - Loving Him(Song of Songs) 

1. I love Thee, Jesus, 
And Thy love to me 
Draws me, ever to seek Thee 
And run after Thee, 
Draws me, ever to seek Thee 
And run after Thee. 
Thou art beloved, 
Yea! Altogether lovely, 
The One in whom my heart delighteth. 

2. Thy love, Lord Jesus, 
Is sweeter than wine, 
And Thy fragrance of ointments 
My heart doth entwine, 
And Thy fragrance of ointments 
My heart doth entwine. 
A fount in gardens, 
A well of living waters, 
Which streams and flows from Lebanon's mountains. 

3. O come Beloved, 
On my garden blow, 
That the odor of spices 
May break forth and flow, 
That the odor of spices 
May break forth and flow. 
My spouse, My sister, 
I'm come into My garden 
To feast upon wine, milk and honey. 

4. Set me, Lord Jesus, 
As seal on Thine heart; 
Jealousy's cruel as Sheol, 
And love's strong as death, 
Jealousy's cruel as Sheol, 
And love's strong as death. 
Much water cannot 
Quench love, nor do floods drown it. 
All man could give for love is contemned. 
(Repeat the last three lines of each stanza) 


